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数学的に考えることができる生徒の育成
－数学的活動において「問い」を追究させることを通して－

Ⅰ はじめに

急激に変化する時代の中で、中教審答申では、「多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗

り越え、次代を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができる」１）資質・能力を育成する

ことの必要性が述べられている。その資質・能力として、「教科等固有の見方・考え方を働かせて自

分の頭で考えて表現する力」２）が挙げられており、これまで以上に教科固有の見方・考え方を豊か

なものにしていくことが重要であるといえる。また、「数学の学びの中で鍛えられた見方・考え方を

働かせながら、世の中の様々な物事を理解し思考し、よりよい社会や自らの人生を創り出していくこ

と」３）が期待されており、数学教育において、数学的な見方・考え方注１）を豊かなものにしていくこ

とが重要であるといえる。そこで、本校数学科では、数学的活動注２）を通して、生徒の主体的・対話

的で深い学び注３）を達成することで、数学的な見方・考え方を豊かなものにしていくことが必要であ

ると考える。

数学における深い学びについて、齋藤昇が「数学の内容や意味、学習要素の前後の関連、全体の構

造的・体系的な関係等を思考・把握し、数学の本質を見出し理解する学び、及び習得した知識を活用

して、新たな問題や課題の解決に適する知や価値を創造する学び」４）と述べている。このことか

ら、本校数学科では、深い学びを達成するためには、知識の適用範囲を拡げたり知識を統合したりす

ること注４）が必要であると考える。また、資質・能力の育成に向けて、齊藤一弥が「これまでの学習

で身につけてきたことはどのようなことで、それに対して自分は新たにどのような見方ができるよう

になったかを振り返り、それを発達段階に応じて子どもが自覚するとともに次なる学びというものを

見通すこと（中略）が今改めて問われている」５）「今回の学習指導要領で重視されている数学的活動

（中略）を子どもが推し進めていくことが求められています」６）と述べている。これらのことか

ら、本校数学科では、知識の適用範囲を拡げたり知識を統合したりするために、生徒が主体性を発揮

して数学的活動における問題発見・解決の過程注５）を振り返ることで知識注６）を習得したり、数学的

活動における問題発見・解決の過程を繰り返したりすることが重要であると考える。

以上のことから、本校数学科では、数学における「深い学び」を、「数学的活動における問題発見

・解決の過程を繰り返し、知識の適用範囲を拡げたり知識を統合したりする学び」と定義し、生徒の

主体性を発揮させることを通して、この「深い学び」の達成を目指していく。

前研究シリーズ「数学的リテラシーを発揮する生徒の育成－創造的に数学を用いさせることを通し

て－」では、課題解決の際に批判的に考察させることで、生徒が数学的な見方・考え方を選んだり、

組み合わせたりして解決方法を考えようとすることができた。また、課題解決の過程を吟味させる際

に批判的に考察させることで、数学的な見方・考え方を用いた意図やよさを再認識させることがで

き、知識を習得させることができた。しかし、数学的活動における問題発見・解決の過程において、

課題解決の過程で生じた疑問を、次なる学びにつなげることを十分に行っていなかったため、数学的

活動における問題発見・解決の過程において、知識の適用範囲を拡げたり知識を統合したりすること

に課題が残った。その原因は、問題発見・解決の過程を生徒が主体性を発揮して繰り返すことが不十

分であったことにあると考える。そこで本研究シリーズでは、生徒の主体性を発揮した姿を「数学的
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な見方・考え方を働かせて注７）解決方法を考えようとしたり、様々な事象や課題解決の過程で生じた

疑問から問いを見いだそうとしたりする姿」として、生徒が主体性を発揮して数学的活動における問

題発見・解決の過程を繰り返すことができるようにするために、「問い」に着目した。松島充が「人

間とはそもそも『問い』を持つ存在であり、その『問い』によって学習が深まる（中略）数学的活動

における問題解決過程の推進力も、学習者の『問い』に求めることができる」７）と述べているよう

に、様々な事象注８）で生じた疑問から問い注９）を見いだし、その問いに対する考えをもち、自他の考

えを吟味する際に批判的に考察し、数学的な見方・考え方を用いた意図やよさを再認識する、すなわ

ち「問いを追究する」ことで、生徒が主体性を発揮して数学的活動における問題発見・解決の過程を

繰り返すことができるようになると考える。

以上のことから、本校数学科では、「数学的活動における問題発見・解決の過程において、数学的

な見方・考え方を働かせながら、事象で生じた疑問から問いを見いだしたり、見いだした問いに対す

る考えをもったり、その考えをもつまでの過程や結果を振り返り考察したりする」ことを「数学的に

考える」と定義し、研究主題を「数学的に考えることができる生徒の育成－数学的活動において「問

い」を追究させることを通して－」と設定し、研究を進めることとした。

Ⅱ 研究の概要

１ 数学科が目指す生徒像

本校数学科では、以下のような生徒を育てたいと考えている。

様々な事象について数学的に考えることができる生徒

「様々な事象について数学的に考えることができる生徒」とは、数学的活動における問題発見・

解決の過程において、数学的な見方・考え方を働かせながら、様々な事象で生じた疑問から問いを

見いだし、その問いに対する考えをもち、その考えをもつまでの過程や結果を振り返り考察すると

いう過程を繰り返すことができる生徒である。

２ 育みたい資質・能力

本校数学科で目指す生徒を育てるためには、次の資質・能力を育む必要があると考える。

批判的に考察する力

問いを見いだす力

「批判的に考察する力」とは、数学的活動における問題発見・解決の過程において、課題解決に

使っている根拠が正しいのかや、解決方法が筋道立てて考えられているのか、課題解決に用いた数

学的な見方・考え方にはどのような意図やよさがあるかを、振り返りながら考察する力である。こ

の力を育むことで、よりよい考えをもつことができるようになる。

「問いを見いだす力」とは、様々な事象や、課題解決の過程で生じた疑問から、「他にも調べて

みたい」ことや「より深めてみたい」ことといったことを考え、問いを見いだす力である。この力

を育むことで、問いを見いだし、問いに対する考えをもつことができ、数学的活動における問題発

見・解決の過程を繰り返すことができるようになる。
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３ 資質・能力を育むための手立て（後掲資料１）

深い学びを達成するためには、生徒が主体性を発揮して数学的活動における問題発見・解決の過

程を繰り返すことで資質・能力を育む必要がある。そして、生徒が学びの文脈に沿って、主体性を

発揮できるように単元をいくつかの節に分け、各節に「課題をつかむ場」「考えをもつ場」「吟味す

る場」「振り返る場」の四つの場を設定する。なお、批判的に考察する力を育むために、節におけ

る学びの文脈に沿って批判的に考察する機会を設定する。そのため、「課題をつかむ場」において

学びの文脈に沿わせた上で、「考えをもつ場」において自分の考えを批判的に考察したり、「吟味す

る場」において課題解決の過程を批判的に考察したりする機会を設定する。さらに、「振り返る

場」において批判的に考察したことをもとに、知識を習得する機会を設定する。また、問いを見い

だす力を育むために、課題解決の過程で生じた疑問から問いを見いだしたり、見いだした問いと関

連付けながら課題を提示したりする機会を設定する。そのため、「課題をつかむ場」において課題

解決の過程で疑問が生じる課題を設定した上で、「振り返る場」において問いを見いだす機会を設

定する。さらに、「課題をつかむ場」において事象で生じた疑問から見いだした問いと関連付けな

がら課題を提示した上で、「考えをもつ場」「吟味する場」を遂行し、「振り返る場」で知識の適用

範囲を拡げたり知識を統合したりする機会を設定する。

(1) 批判的に考察する力を育むための手立て

「課題をつかむ場」では、節のはじめに、節における包括的で本質的な課題である「節のめあ

て」を教師が提示し、節における学びの文脈をつくる注10）。その際、「節のめあて」に対する考え

の見通しをもたせることで、生徒が「節のめあて」を把握できるようにする。その後、「節のめ

あて」に対して考えをもつことができる課題を提示することで、学びの文脈に沿って課題解決を

進めることができるようにする。また、その際、生徒が数学的な見方・考え方を選んだり組み合

わせたりすることによって様々な解決方法を考えることができるような課題を提示することで、

「考えをもつ場」において生徒の実態に応じて考えをもたせることができる個別最適な学びが生

まれるようにする。

「考えをもつ場」では、個人で考えをもたせ、課題に応じてペアやグループで追究する時間を

それぞれ設定し、自分の考えを学習プリントに言葉だけではなく、式や表、グラフといった数学

的な表現を用いてまとめさせる。生徒一人一人に自分の考えをもたせることは、ペアやグループ

で追究する場面や学級全体で発表する際に、他者と自分の考えとの共通点や相違点に気付きやす

くなり、よりよい考えにしたり、数学的な見方・考え方を用いた意図やよさを明らかにしたりす

るために有効である。また、ペアやグループで追究する時間を設定することで、異なる考えをも

っている生徒同士で互いの考えを共有しやすくしたり、考えに対して質問しやすくしたりする。

そうすることで、新たな考えに気付いたり、自分の考えをよりよくしたりすることができ、個別

最適な学びが生まれる。そして、これらの活動の際に、知識について「何を用いればよいか」

「どのように用いればよいか」「なぜ用いるのか」といったことを意識させることで、自分の考

えを批判的に考察し、数学的な見方・考え方を用いた意図やよさを振り返りながら課題解決を進

めることができるようにする。

「吟味する場」では、はじめに、「考えをもつ場」でもった課題に対する考えを学級全体に発

表させる。次に、発表された考えをきいた上で、知識について「何を」「どのように」「なぜ」用

いたかといったことに着目させ、「疑問に思ったこと」「よりよくできること」「つかめたこと」

を学習プリントに記述させることで、課題解決の過程を批判的に考察させる。そして、記述させ
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たことを発表させ、学級全体で共有したり疑問を解決したりさせる。そうすることで、課題に対

する考えの根拠や数学的な見方・考え方を用いた意図やよさを明らかにする協働的な学びが行わ

れる。その後、生徒が明らかにした数学的な見方・考え方を分類注11）し、用いた意図やよさを価値

付けすることで、生徒に数学的な見方・考え方を用いた意図やよさを再認識させる。

「振り返る場」では、「吟味する場」で明らかになった根拠や数学的な見方・考え方を用いた

意図やよさについて振り返らせることで、「節のめあて」に対する考えをもたせる。そして、そ

の考えを、分類した数学的な見方・考え方ごとにまとめさせ、「授業日記」に記述させる。そう

することで、数学的な見方・考え方とその意図やよさを関連付けながら、知識を習得することが

できる個別最適な学びが生まれる。

(2) 問いを見いだす力を育むための手立て

「課題をつかむ場」では、事象で生じた疑問から見いだした問いと関連付けながら、「節のめ

あて」に対して考えをもつことができる課題を提示することで、生徒が学びの文脈に沿って、数

学的活動における問題発見・解決の過程を繰り返すことができるようにする。また、その際、課

題解決の過程で疑問が生じる課題を提示することで、「振り返る場」において課題解決の過程で生

じた疑問から問いを見いだすことができる個別最適な学びが生まれるようにする。その後、「考

えをもつ場」と「吟味する場」を遂行する。

「振り返る場」では、分類した数学的な見方・考え方ごとに「授業日記」にまとめさせること

で、既習の知識と関連付けることができ、知識の適用範囲を拡げたり知識を統合したりすること

ができる。また、課題解決の過程について「他にも調べてみたい」「より深めてみたい」といっ

たことを振り返らせ、生じた疑問や、疑問から見いだした問いを記述させる。そうすることで、

課題解決の過程で生じた疑問から問いを見いだすことができる個別最適な学びが生まれる。そし

て、疑問や問いを全体で共有することで、課題解決の過程で生じた様々な疑問を知ったり、それ

らの疑問からから見いだすことができる問いを知ったりすることができ、他の課題解決の過程を

振り返る際に、様々な問いを見いだすことができるようになる。さらに、以降の「課題をつかむ

場」において、生じた疑問から見いださせた問いと関連付けながら課題を提示することにつなが

る。

４ 資質・能力が育まれたかの評価について

批判的に考察する力が生徒にどの程度育まれているかを、「単元レポート」注12）の課題解決の記述

内容から見取り、単元を通して育まれた数学的な見方・考え方を適切に用いることができていたの

か評価指標を用いて評価する。また、学級全体の変容を捉えるための補助として、学習プリントや

「授業日記」の記述内容から見取っていく。

問いを見いだす力が生徒にどの程度育まれているかを、「単元レポート」の問いの追究の記述内

容から見取り、課題解決の過程で生じた疑問から問いを見いだし、その問いに対して考えをもつこ

とがことができていたのか評価指標を用いて評価する。また、学級全体の変容を捉えるための補助

として、生徒が課題解決の過程を振り返ることで、生じた疑問や、疑問から見いだした問いを記述

させ、記述内容から見取っていく。

５ 研究の経緯

１年次では、育みたい資質・能力を「問いを追究する力」注13）とし、この力を育むために、単元を

「知識を習得する節」と「問いを追究する節」に分けた。「知識を習得する節」における学習プリ

ントの記述内容から、多くの生徒が課題解決の過程を批判的に考察することができており、「授業
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日記」の記述内容から、数学的な見方・考え方を用いた意図やよさを再認識することができてい

た。これらのことから、教師が提示した課題による数学的活動における問題発見・解決の過程を通

して知識を習得するために、批判的に考察させることは有効であることが分かった。また、「問い

を追究する節」では、これまでの学習で生じた疑問から問いを見いださせ、生徒と教師が共に課題

を設定し、課題解決の過程において、どのような数学的な見方・考え方が有効なのか批判的に考察

させることで、数学的な見方・考え方を再認識させてきた。その結果「単元レポート」の記述内容

から、単元を通して育まれた数学的な見方・考え方については、多くの生徒が適切に用いて課題解

決することができていた。

しかし、「単元レポート」の記述内容で、問いを見いだそうとすることができるようになった

が、課題解決の過程で生じた疑問から問いを見いだすことが十分できず、知識の適用範囲を拡げた

り知識を統合したりすることができる問いの追究をすることができる生徒が少なかった。これは、

単元での学習において、課題解決の過程で生じた疑問から問いを見いだし、次節以降の課題に関連

付けることが十分に行われていなかったためであると考える。また、「問いを追究する節」では、

事象で生じた疑問から、学びの文脈に沿った問いを見いださせた上で、生徒と教師が共に、解決す

べき課題を設定したが、問いを見いださせる際、教師が文脈に沿わせようとしたため、生徒が主体

性を発揮して問いを見いだすことができない姿が見られた。これは、学びの文脈に沿わせる手立て

を講じる場面が適切でなかったためであると考えた。

２年次では、「問いを追究する力」の「見いだした問いから解決すべき課題を設定する」部分を

見直し、育みたい資質・能力を「批判的に考察する力」と「問いを見いだす力」に分けた。「批判

的に考察する力」を育む手立ては、１年次で有効であった手立てを継続した。「問いを見いだす

力」を育む手立ては、課題解決の過程で生じた疑問から問いを見いだすことを節ごとに設定するよ

うにした。そうしたことで、「単元レポート」の記述内容で、課題解決の過程で生じた疑問から問

いを見いだすことができ、知識の適用範囲を拡げたり知識を統合したりすることができる問いの追

究をすることができるようになった。また、課題解決の過程を振り返らせることで生じた疑問から

見いだした問いと関連付けながら「節のめあて」に対して考えをもつことができる課題、すなわ

ち、学びの文脈に沿った課題を教師が提示した上で、その課題に対して追究する過程を繰り返し

た。そうしたことで、単元での学習において、生徒が主体性を発揮し、文脈に沿って数学的活動に

おける問題発見・解決の過程を繰り返すことができ、知識の適用範囲を拡げたり知識を統合したり

することができた。

これらのことから、「批判的に考察する力」と「問いを見いだす力」を育む手立ては一定の成果

がみられ、教科理論の確立を図ることができた。しかし、様々な事象について、数学的な見方・考

え方を用いた意図やよさを振り返りながら課題解決を進めることが十分にできていない生徒も一部

いた。これは、生徒が「課題をつかむ場」で「節のめあて」を十分に把握できていないまま、「考

えをもつ場」で課題解決を進めたことが原因であると考えた。そのため、「節のめあて」を提示し

た際に、「節のめあて」に対する考えの見通しをもたせることで、様々な事象について、生徒が

「節のめあて」を把握し、学びを進めることができるようにすることが必要であると考える。

６ 最終年次のねらい

最終年次では、育みたい資質・能力がどの程度育まれているかを、「単元レポート」の課題解決

の記述から見取り評価することで、目指す生徒像に近づいたのかを明らかにし、研究のまとめを行

う。また、「節のめあて」に対する考えの見通しをもたせることで、生徒が「節のめあて」を把握
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し、学びを進めることができるようにする。さらに、３年間を見通した深い学びを達成できるよ

う、単元構成の見直しをすることで、どの単元においても主体性を発揮して、各単元で目指す深い

学びを達成できるようにしていく。

Ⅲ おわりに

最終年次では、「節のめあて」に対する考えの見通しをもたせることで、生徒が「節のめあて」

を把握し、学びを進めることができるようにした。その結果、数学的な見方・考え方を用いた意図

やよさを振り返りながら課題解決を進めることができるようになった。また、３年間を見通した深

い学びを達成できるよう、単元構成を見直した。その結果、生徒が主体性を発揮して、各単元で目

指す深い学びを達成できるようになった。

本研究では、１年次に「問いを追究する力」を、２年次と３年次に「批判的に考察する力」と

「問いを見いだす力」を育む手立てを講じ、数学的に考えることができる生徒の育成を目指して実

践に取り組んできた。

批判的に考察する力を育む手立てを講じたことで、学びの文脈に沿って、課題解決の過程を批判

的に考察し、数学的な見方・考え方を用いた意図やよさを明らかにすることができるようにした。

そして、「授業日記」に、数学的な見方・考え方とその意図やよさを関連付けながら、知識を習得

できるよう記述させた。その結果、授業や「単元レポート」では、新たな課題に出会った際に、単

元で習得した知識を用いて課題解決を進めたり、その説明を考えたりして、よりよい考えをもつこ

とができる姿が見られた。

問いを見いだす力を育む手立てを講じたことで、数学的活動における問題発見・解決の過程を繰

り返すことができるようにした。その際、単元での学習において、数学的活動における問題発見・

解決の過程を繰り返すことで、知識の適用範囲を拡げたり知識を統合したりすることができるよう

に単元構成を見直した。その結果、各単元で目指す深い学びが達成できるようにした。また、「振

り返る場」において、課題解決の過程を振り返り、生じた疑問や、疑問から見いだした問いを記述

することができた。その結果、「単元レポート」では、課題解決の過程で生じた疑問から問いを見

いだし、自分の考えをもつことができる姿が見られた。

これらの姿は、本校数学科が育みたい資質・能力が育まれている姿である。そのため、本研究

は、生徒の主体性を発揮させることを通して、深い学びを達成し、育みたい資質・能力を育む上で

有効であったと考える。そして、生徒は「様々な事象について数学的に考えることができる生徒」

に近づいたと考えられる。今後も実践を積み重ね、生徒が様々な事象について数学的に考えること

ができるようにしていく。

注1) 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 数学編(2017)では、「数学的な見方・考え方」について、「『数学的な見方』は、

『事象を数量や図形及びそれらの関係についての概念等に着目してその特徴や本質を捉えること』であると考えられる。また、

『数学的な考え方』は、『目的に応じて数、式、図、表、グラフ等を活用しつつ、論理的に考え、問題解決の過程を振り返るな

どして既習の知識及び技能を関連付けながら、統合的・発展的に考えること』であると考えられる。以上のことから、『数学的

な見方・考え方』は、『事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理的、統合的・発展的に考えること』と

して整理することができる」とかかれている。

注2) 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 数学編(2017)では、「数学的活動」について、「事象を数理的に捉え、数学の問題
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を見いだし、問題を自立的、協働的に解決する過程を遂行すること」と位置付けている。そして、数学的活動における問題発見

・解決の過程について、「日常生活や社会の事象に関わる過程と、数学の事象に関わる過程（中略）において、基本的に問題解

決の形で遂行される。すなわち、疑問や問いの発生、その定式化による問題設定、問題の理解、解決の計画、実行、検討及び新

たな疑問や問い、推測などの発生と問題の定式化と続く」ため、数学的活動は、「生徒にとって数学を学ぶための方法」であ

り、「指導の内容」であり、「数学を学ぶ目標」でもあるとかかれている。

注3) 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 数学編(2017)では、「主体的・対話的で深い学び」について、「生徒自らが、問題

の解決に向けて見通しをもち、粘り強く取り組み、問題解決の過程を振り返り、よりよく解決したり、新たな問いを見いだした

りするなど」を「主体的な学び」、「事象を数学的な表現を用いて論理的に説明したり、よりよい考えや事柄の本質について話し

合い、よりよい考えに高めたり事柄の本質を明らかにしたりするなど」を「対話的な学び」、「数学に関わる事象を通して、新し

い概念を形成したり、よりよい方法を見いだしたりするなど、新たな知識・技能を身に付けてそれらを統合し、思考、態度が変

容する」ことを「深い学び」と定義している。

注4) 本校数学科では、知識の適用範囲を拡げることについて、「ある事象において、習得した知識を他の事象で活用できるように

すること」と定義している。また、知識を統合することについて、「新たな知識と既習の意識を関連付けて、より汎用性の高い

知識にすること」と定義している。

注5) 数学的活動における問題・発見解決の過程について、中教審答申で示されたイメージ図では、日常生活や社会の事象を数理的

に捉え、数学的に表現・処理し、問題を解決し、解決過程を振り返り得られた結果の意味を考察する過程を【現実の世界】の部

分を含む過程とし、数学の事象から問題を見いだし、数学的な推論などによって問題を解決し、解決の過程や結果を振り返って

統合的・発展的に考察する過程を【数学の世界】に含まれる過程としてる。

注6) 本校数学科は、数学科における教科固有の知識と、数学的な見方・考え方とその意図やよさを関連付けた知識を合わせて「知

識」と定義している。

注7) 本校数学科では、数学的な見方・考え方を働かせることについて、「課題解決の過程で数学的な見方・考え方を選んだり、組

み合わせたりすること」と定義している。

注8) 様々な事象は、注5）における「日常生活や社会の事象」と「数学の事象」として考える。

注9) 疑問や問いに関して、苅谷剛彦は、「疑問と問いとの決定的な違いは、疑問が感じるだけで終わる場合が多いのに対して、問

いの場合には、自分でその答えを探し出そうという行動につながっていくという点にあります」
８）
と述べている。このことか

ら、本校数学科では、「疑問」を「事象や課題解決の過程について、知らないことやわからないことに気づき、関心をもった

り、疑ったりしたこと」とし、「問い」を「疑問を基に、数学的に考えることはできないか見いだしたもの」としている。

注10) 「節のめあて」については、各節のはじめに設定する「課題をつかむ場」のみ教師から提示する。その他、節で繰り返し設定

する「課題をつかむ場」では、すでに設定された「節のめあて」に対して考えをもつことができる課題を提示する。

注11) 本校数学科は、片桐の「数学の内容に関係した数学的な考え方」を参考に「数学的な見方」を、「数学の方法に関係した数学

的な考え方」を参考に「数学的な考え方」を分類している。

注12) 「単元レポート」とは、本校数学科が実施する、単元を通して育まれた数学的な見方・考え方を用いて解決できる課題の解決

過程と、その課題解決の過程から見いだした問いを追究したことをまとめるレポート課題である。

注13) 「問いを追究する力」とは、本研究シリーズ１年次に、育みたい資質・能力として設定した力である。この力は、「新たな問

いを見いだし、見いだした問いから解決すべき課題を設定し、課題に対する考えをもち、自他の考えを吟味する」といった一連

の数学的活動における問題発見・解決の過程を主体性を繰り返すことができる力と定義していた。
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考察する過程を【数学の世界】に含まれる過程としている。
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※ 批判的に考察する力：              問いを見いだす力： 

 

【四つの場の流れ】 

課題をつかむ場 

 「節のめあて」と課題を提示する 

考えをもつ場 

 一人一人が自分の考えをもち、数学的な

表現で考えをまとめさせる 

吟味する場 

 課題に対する考えの根拠や数学的な見方・

考え方の意図やよさを明らかにさせる。 

振り返る場 

 「吟味する場」で明らかになった根拠や

数学的な見方・考え方の意図やよさを振り

返らせる 

 課題解決の過程から生じた疑問や問いを

共有する 

「節のめあて」を提示し、見通しをもた

せることで、節における課題を解決する

際に、文脈に沿って課題解決を進めるこ

とができるようにする 

「何を用いればよいか」「どのように用

いればよいか」「なぜ用いるのか」とい

ったことを意識させ、批判的に考察させ

る 

 発表された考えについて、「疑問に思

ったこと」「よりよくできること」「つ

かめたこと」を記述させ、課題解決の

過程を批判的に考察させる 

「節のめあて」に対する考えを授業日記

にまとめさせ、数学的な見方・考え方と

その意図やよさを関連付けながら、知識

を習得させる 

「他にも調べてみたい」「より深めてみ

たい」といった疑問や問いを見いださせ

る 

 前節までに共有した疑問や問いと関連

付けながら課題を提示する 

批判的に考察する力と問いを見いだす力 
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